
「関西六大学野球秋季リーグ戦」
準優勝〈9勝2敗〉
最優秀投手賞 大西 広樹（公共経営3・大商大）
ベストナイン（投手） 大西 広樹（公共経営3・大商大）
ベストナイン（外野手） 植田 勝至（公共経営4・興國）
ベストナイン（外野手） 笹治 健汰（経営3・近江）
担当記者クラブ賞 笹治 健汰（経営3・近江）
特別賞 滝野 要（公共経営4・大垣日本大）

「関西六大学野球秋季新人戦」
優勝
最優秀選手賞 町田 優太（公共経営2・神戸国際大附属）

勝
に
導
き
、
４
年
に
は
主
将

も
任
さ
れ
、「
チ
ー
ム
を
勝

た
せ
る
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
と

し
て
ス
カ
ウ
ト
の
注
目
を
集

め
て
き
た
。

　
ま
た
、
滝
野
は
常
に
高
い

打
率
を
マ
ー
ク
し
、
４
度
の

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
賞
を
獲
得
。

さ
ら
に
今
年
度
の
秋
季
リ
ー

グ
戦
で
は
大
学
通
算
１
０
１

安
打
を
記
録
し
、
特
別
賞
も

受
賞
し
た
。

　
太
田
は
「
良
い
と
き
も
悪

い
と
き
も
自
分
を
使
い
続
け

て
く
れ
た
監
督
に
は
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
」
と
語
り
、

「
全
国
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
恩
返
し
で
き

な
か
っ
た
こ
と
だ
け
が
心
残

り
」
と
監
督
へ
の
思
い
を
口

に
し
た
。
一
方
、
滝
野
も
全

国
大
会
に
つ
い
て
は
「
４
度

出
場
し
た
が
思
う
よ
う
な
結

果
を
残
せ
な
か
っ
た
」
と
悔

し
さ
を
見
せ
た
が
、「
目
標

と
し
て
い
た
１
０
０
安
打
は

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
自

信
に
つ
な
が
っ
た
」
と
熱
く

語
っ
た
。
大
商
大
硬
式
野
球

部
の
黄
金
期
を
築
い
て
き
た

２
人
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し

て
い
き
た
い
。

　
10
月
、
東
京
都
内
で
「
２

０
１
８
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト

会
議
」
が
行
わ
れ
た
。
硬
式

野
球
部
員
や
在
学
生
な
ど
多

く
の
人
が
見
守
る
中
、
ま
ず

名
前
を
呼
ば
れ
た
の
は
東
北

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
か
ら
２
位
指
名
を
受
け

た
太
田
光
（
公
共
経
営
４
・

広
陵
）
だ
っ
た
。
続
い
て
、

滝
野
要
（
公
共
経
営
４
・
大

垣
日
本
大
）
が
中
日
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
か
ら
６
位
で
指
名
を
受

け
、
大
商
大
か
ら
２
人
の
プ

ロ
野
球
選
手
が
生
ま
れ
た
。

　
こ
の
時
の
こ
と
を
太
田
は

「
ず
っ
と
目
標
に
し
て
き
た

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
自
分
が

呼
ば
れ
た
こ
と
を
実
感
す
る

の
に
し
ば
ら
く
時
間
が
か

か
っ
た
」
と
う
れ
し
そ
う
な

表
情
で
振
り
返
っ
た
。ま
た
、

滝
野
は
「
ず
っ
と
好
き
だ
っ

た
中
日
の
選
手
と
し
て
夢
を

叶
え
る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ

だ
」と
満
足
そ
う
に
語
っ
た
。

　
プ
ロ
野
球
選
手
へ
の
夢
を

自
ら
の
手
で
つ
か
み
と
っ
た

２
人
は「
ま
ず
は
開
幕
１
軍
。

そ
し
て
将
来
は
10
年
間
正
捕

手
を
務
め
ら
れ
る
よ
う
な
選

手
に
な
り
た
い
」（
太
田
）。

「
キ
ャ
ン
プ
で
ア
ピ
ー
ル
し

て
開
幕
１
軍
を
目
指
す
。

本
塁
打
も
打
て
る
パ
ワ
ー

の
あ
る
選
手
に
な
り
た
い
」

（
滝
野
）
と
そ
れ
ぞ
れ
開
幕

１
軍
へ
の
強
い
思
い
と
今
後

の
目
標
を
語
っ
た
。

　
太
田
と
滝
野
は
共
に
、
１

年
の
春
か
ら
メ
ン
バ
ー
入
り

し
、
太
田
は
正
捕
手
と
し
て

大
商
大
を
６
度
の
リ
ー
グ
優

　
秋
季
リ
ー
グ
戦
、
５
季
連

続
で
の
優
勝
を
目
指
し
て
挑

ん
だ
大
商
大
だ
っ
た
が
、
第

３
節
で
京
都
産
業
大
学
に
敗

れ
、
勝
ち
点
を
奪
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
大
商
大

は
全
て
の
試
合
に
勝
利
し
、

勝
率
で
は
上
回
っ
た
も
の
の

京
産
大
が
最
後
ま
で
逃
げ
切

り
、
あ
と
一
歩
優
勝
に
届
か

な
か
っ
た
。
今
回
は
悔
し
い

結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
来
年
こ
そ
は
関
西
王
者

へ
と
返
り
咲
い
て
ほ
し
い
。

文
／
山
口
達
也

（
公
共
経
営
２
・
岡
山
県
作
陽
）

ド
ラ
フ
ト
会
議

ド
ラ
フ
ト
会
議

秋
季
リ
ー
グ
戦

秋
季
リ
ー
グ
戦

２
人
の
４
年
間

２
人
の
４
年
間

プ
ロ
で
の
目
標

プ
ロ
で
の
目
標

関西六大学野球連盟春季リーグ戦
4月1日～ 5月21日　皇子山総合運動公園野球場他　

2018プロ野球ドラフト会議を見守る会
10月25日　大阪商業大学ラビックホール

　
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
惜
し
く
も
優
勝
を

逃
し
、春
秋
連
続
で
の
全
国
大
会
出
場

と
は
い
か
な
か
っ
た
大
商
大
。し
か
し
、

今
年
度
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
に
お
い
て
３

年
振
り
に
２
名
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕

生
し
た
。太
田
光
が
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル

デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
か
ら
２
位
、滝
野
要

が
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
６
位
で
指
名

さ
れ
、大
商
大
が
歓
喜
に
沸
い
た
。
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６
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学生記者大募集中！
スポーツ観戦が好きなあなた、
一緒にクラブ生の応援に行きませんか？
大学で何かに挑戦したいあなた、
一緒に「商大スポーツ」を作りませんか？

お問い合わせは
　体育会本部まで
☎ 06-6788-7052
部室：総合体育館（北側）1階

男子 1部

秋季リーグ戦
〈Aブロック0勝5敗・
　　　　下位リーグ4勝1敗〉

８位

4 位
10 位

2 位

関西学生リーグ戦〈3勝2敗〉
Div3　　 E ブロック（3 部）

D　　1リーグ
順位決定戦

（4 部）

〈大商大・流通科学大・吉備国際大・大阪経済法科大・京都外国語大〉

関西大学リーグ戦〈0勝3敗〉

5大学合同チーム

そ
の
他
の
ク
ラ
ブ
リ
ー
グ
戦
結
果

（
2
0
1
8
年
８
月
17
日
〜
12
月
15
日
）

■硬式野球部は、１面掲載
■準硬式野球部は、2面掲載

バレーボール部

男子３部 6 位

秋季リーグ戦
〈0勝4敗1分〉

フィールドホッケー部

アメリカンフットボール部

ラグビー部

4 位
秋季リーグ戦
〈4勝6敗〉

ボウリング部

秋季リーグ戦〈４勝１敗〉

卓球部

男子３部 A 2 位

　
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
２
部

Ａ
リ
ー
グ
を
前
期
５
位
で
折

り
返
し
た
大
商
大
だ
っ
た

が
、
上
位
と
勝
ち
点
の
差
は

少
な
く
、
１
部
昇
格
を
狙
い

後
期
リ
ー
グ
に
挑
ん
だ
。

　
開
幕
か
ら
好
調
が
続
き
順

調
に
勝
利
を
重
ね
た
大
商
大

は
、
無
敗
の
ま
ま
５
連
勝
を

挙
げ
た
。
こ
の
ま
ま
の
勢
い

で
上
位
へ
と
駆
け
上
が
り
た

か
っ
た
が
、
こ
こ
か
ら
苦
し

い
試
合
が
続
き
失
速
し
て
し

ま
う
。
最
終
節
で
の
京
都
学

園
大
学
戦
で
は
、
先
制
点
を

奪
い
幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
が
、
直
後
に
同
点

に
追
い
付
か
れ
、
後
半
に
は

勝
ち
越
し
ゴ
ー
ル
も
決
め
ら

れ
敗
北
。
後
期
リ
ー
グ
の
結

果
は
５
位
に
終
わ
っ
た
。
し

か
し
、
通
年
結
果
で
は
４
位

と
見
事
に
入
替
戦
へ
の
出
場

を
果
た
し
た
。

　
念
願
の
１
部
昇
格
を
賭

け
た
近
畿
大
学
と
の
入
替

戦
で
は
、
前
半
20
分
に
中

盤
か
ら
の
浮
き
球
を
受
け

た
平
田
英
明（
公
共
経
営
３
・

長
崎
総
合
科
学
大
附
属
）
が

ゴ
ー
ル
を
決
め
て
先
制
点
を

奪
う
も
、
後
半
に
同
点
ゴ
ー

ル
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
後
、
延
長
戦
で
も
追
加
点

を
奪
わ
れ
た
大
商
大
は
１―

２
と
惜
し
く
も
敗
北
。
あ
と

一
歩
の
と
こ
ろ
で
１
部
昇
格

を
逃
し
た
。

　「
重
要
な
場
面
で
の
ミ
ス

が
目
立
ち
、
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」と
主
将
の
下
川
悠
也（
公

共
経
営
４
・
希
望
が
丘
）
は

悔
し
そ
う
な
表
情
で
リ
ー
グ

戦
を
振
り
返
っ
た
。
今
季
は

つ
か
み
損
ね
て
し
ま
っ
た
１

部
昇
格
の
夢
を
来
季
こ
そ
は

叶
え
て
も
ら
い
た
い
。

文
／
安
井
詩
織

（
公
共
１･

北
摂
三
田)

　
関
西
大
学
対
抗
テ
ニ
ス

リ
ー
グ
戦
男
子
５
部
。
昨
年

に
創
部
初
と
な
る
予
選
リ
ー

グ
突
破
を
果
た
し
た
大
商
大

硬
式
庭
球
部
が
、
今
年
も
Ｄ

ブ
ロ
ッ
ク
を
３
勝
１
敗
２
位

と
惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
た

が
、
２
年
連
続
で
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め

た
。
主
将
・
川
﨑
一
樹
（
経

済
３
・
大
商
大
堺
）
は
「
み

ん
な
で
全
力
を
尽
く
し
、
今

年
も
安
定
し
て
予
選
を
突
破

す
る
こ
と
で
き
た
。」
と
予

選
リ
ー
グ
を
振
り
返
っ
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
昨

年
に
敗
れ
て
涙
を
の
ん
だ

１
回
戦
を
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
戦
い
、
京
都
府
立

大
学
に
５―

０
と
ス
ト

レ
ー
ト
勝
ち
を
収
め
た
。

こ
の
ま
ま
優
勝
へ
と
突
き

進
み
た
い
大
商
大
だ
っ
た

が
、
続
く
２
回
戦
で
兵
庫

県
立
大
学
に
４―

５
と
惜

し
く
も
敗
れ
、
２
回
戦
敗

退
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ

た
。
川
﨑
は
「
ダ
ブ
ル
ス

を
メ
イ
ン
に
練
習
し
て
き

た
が
、
そ
こ
で
崩
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
あ
と
一
歩
が

届
か
な
か
っ
た
」
と
悔
し

さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　
し
か
し
、
一
歩
ず
つ
着
実

に
成
長
を
見
せ
て
い
る
大
商

大
硬
式
庭
球
部
。
来
年
こ
そ

は
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
制

し
、
創
部
初
の
４
部
昇
格
を

果
た
し
て
ほ
し
い
。

文
／
大
﨑
恒
太
朗

（
公
共
経
営
２
・
大
商
大
堺
）

　
昨
年
に
悲
願
の
２
部
復
帰

を
果
た
し
た
、
関
西
学
生
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
。
大
商
大
は
初
戦
か
ら
３

連
敗
を
喫
し
た
が
、
そ
の
後

は
調
子
を
取
り
戻
し
、
リ
ー

グ
戦
前
半
を
10
チ
ー
ム
中
５

位
で
折
り
返
し
た
。

　
後
半
で
は
初
め
か
ら
勢
い

を
つ
け
て
上
位
へ
と
浮
上
し

た
か
っ
た
が
、
苦
戦
が
続
き

勝
ち
か
ら
遠
の
い
た
大
商
大
。

結
果
は
５
勝
13
敗
と
２
部
最

下
位
で
ま
さ
か
の
３
部
自
動

降
格
に
沈
ん
だ
。
悔
し
さ
が

残
る
結
果
と
な
っ
た
大
商
大

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。
来

年
は
２
部
に
即
復
帰
を
果
た

し
、
次
こ
そ
は
２
部
で
上
位

へ
と
浮
上
し
て
ほ
し
い
。

文
／
白
石
雄
暉

（
経
済
１
・
星
翔
）

　
１
部
昇
格
を
目
標
に
挑
ん

だ
関
西
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

秋
季
リ
ー
グ
戦
男
子
２
部
。

初
日
を
１
勝
２
敗
で
終
え
、

後
に
引
け
な
い
状
況
で
迎
え

た
２
日
目
の
関
西
大
学
と
の

第
４
試
合
。
前
半
こ
そ
は
両

者
一
歩
も
譲
ら
な
い
接
戦
と

な
っ
た
が
、
徐
々
に
相
手
の

ペ
ー
ス
に
の
ま
れ
、
結
果
は

１―

４
で
敗
北
し
た
。

　
続
く
大
阪
成
蹊
大
学
と
の

第
５
試
合
で
も
２―

３
と
僅

差
で
敗
れ
、
結
果
は
２
部
５

位
に
終
わ
っ
た
。
来
季
こ
そ

は
勝
ち
切
る
チ
ー
ム
で
１
部

昇
格
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

文
／
田
縁
大
晴

（
経
営
１
・
新
田
）

第96回関西学生サッカーリーグ（通年）
4月8日～ 11月24日　大商大第1グラウンド他

関西大学対抗テニスリーグ戦
8月30日～ 9月14日　大商大多目的屋内競技場他

関西学生バスケットボールリーグ戦
9月1日～ 11月3日　大商大総合体育館アリーナ他

関西学生ソフトテニス秋季リーグ戦
9月22日・23日　マリンテニスパーク・北村

「第96回関西学生サッカーリーグ（通年）」
2部Aリーグ　4位〈12勝8敗2分〉
優秀選手賞（FW） 橋本 啓吾（公共経営2・阪南）

「第96回関西学生サッカーリーグ（1部-2部A入替戦）」
敗北（2部A残留）

「関西学生テニス選手権大会予選」
男子ダブルス
3回戦敗退　宇谷 将（経済4・大田）・川﨑 一樹（経済3・大商大堺）
3回戦敗退　大野 翔希（経営2・枚方津田）・坂口 希樹（経営1・大商大堺）

「関西大学対抗テニスリーグ戦」
男子5部 決勝トーナメント 2回戦敗退
 予選リーグDブロック 2位〈3勝1敗〉
女子5部 予選リーグDブロック 4位〈1勝3敗〉

「第72回文部科学大臣杯全日本大学対抗ソフトテニス選手権大会」
男子の部 2回戦敗退

「第73回三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会」
男子の部
4回戦敗退 西川 裕介（経済3・北陸）・森本 健太（経営4・姫路商業）

「第60回全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会」
男子の部 2回戦敗退　藤田 凌羽（経営2・西城陽）

「関西学生ソフトテニス秋季リーグ戦」
男子2部 5位〈1勝4敗〉

「関西学生バスケットボールリーグ戦」
2部　10位〈5勝13敗〉　（3部自動降格）

「関西学生バスケットボール新人戦」
3回戦敗退

2
部
A
リ
ー
グ
通
年

4
位

＜12勝8敗2分> 2年連続予選突破

男
子
2
部

秋
季
リ
ー
グ
戦
〈
１
勝
４
敗
〉５

位

男子５部予選リーグ

次こそは勝ち切る力を

まさかの3 部降格

2
部

関
西
学
生
リ
ー
グ
戦
〈
５
勝
13
敗
〉

10
位

サ
ッ
カ
ー
部

硬
式
庭
球
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

入
替
戦
敗
れ
る
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「清瀬杯第50回全日本大学選抜準硬式野球大会」
ベスト4

「阪神六大学準硬式野球連盟秋季リーグ戦」
6位〈3勝8敗1分〉
新人王 竹田 稜冬（商1・立正大淞南）
ベストナイン（外野手） 竹田 稜冬（商1・立正大淞南）
ベストナイン（三塁手） 玉置 翔太（経営1・日本文理）

「第10回関西学生空手道オープントーナメント」
男子組手シニアクラス ベスト8 釡 拓冶（経済2・芦北）
男子組手エクセレントクラス ベスト8 山下 大幹（経済3・浪速）
女子組手シニアクラス 2回戦敗退 新山 美紗都（公共1・鹿児島工業）

「第61回全関西大学空手道選手権大会」
男子団体組手1部 3位
男子1部優秀選手 溝口 誠（公共経営4・東大阪大柏原）

「第62回全日本大学空手道選手権大会」
男子団体組手 ベスト16

（2018年7月11日～12月16日）
その他のクラブ主な大会結果

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆合気道部
「第49回全日本学生合気道競技大会」
乱取競技男子団体戦 1回戦敗退
演武競技男子対徒手の部
ベスト8 寺田 晃平（経営4）・山本 広大（経済2）
演武競技男子対武器の部
予選敗退 鯛 航貴（経営4）・芳仲 雄大（公共1）

「第38回関西学生合気道新人競技大会」
乱取り競技男子個人戦
2回戦敗退 西田 亘希（経済2）
演武競技男子対徒手の部
予選敗退 山本 広大（経済2）・芳仲 雄大（公共1）

◆柔道部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「第37回関西学生柔道体重別選手権大会」
66kg級 3回戦敗退 佐藤 蓮太（公共1）
73kg級 3回戦敗退 水谷 海音（公共経営4）
73kg級 3回戦敗退 小野 裕真（公共経営2）
81kg級 3回戦敗退 芳村 勇（公共経営3）
81kg級 3回戦敗退 小橋川 寿紀（経済2）

「第51回大阪府下大学対抗柔道大会」
男子団体1部 4位

「第12回大阪学生柔道体重別大会」
男子60kg級 3位 泉屋 天覇（公共1）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・◆水上競技部
「第92回関西学生選手権水泳競技大会
兼第94回日本学生選手権水泳競技大会関西支部予選会」
男子3部100m自由形
タイム決勝46位　表 航（経営2）
男子3部100m背泳ぎ
タイム決勝18位　栄田 遼希（経営1）
男子3部200m平泳ぎ
タイム決勝28位　元道 憲伸（経営2）
男子3部400mフリーリレー　タイム決勝12位
　岩本 凌一（経済3）・梶本 優希（経営2）・
　中江 将希（経営1）・栄田 遼希（経営1）

◆卓球部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「第52回会長杯争奪卓球大会（個人の部）」
男子ダブルス
5回戦敗退　常松 悠平（経済4）・中嶋 文哉（商3）
5回戦敗退　岩本 久典（商1）・香川 敬（経営1）
男子シングルス
6回戦敗退　芝本 周一郎（商2）
6回戦敗退　香川 敬（経営1）

「第52回会長杯争奪卓球大会（団体の部）」
男子団体 ベスト4

「第85回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）関西予選」
男子シングルス
5回戦敗退　金谷 凌（商4）

◆ボウリング部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

個人男女総合 21位 菊池 将真（経済2）
 24位 山﨑 陸斗（商1）
男子5人チーム戦 8位
　山﨑 陸斗（商1）・宮本 倖樹（経済1）・岑吉 拓巳（経営4）・
　堂脇 翔太（公共1）・菊池 将真（経済2）

「第57回関西学生ボウリング選手権大会」
男子マスターズ戦 16位 堂脇 翔太（公共1）
女子マスターズ戦 4位 松原 多恵（商2）

「第41回関西学生オープンボウリング競技大会」

決勝戦 4位 菊池 将真（経済2）
 8位 佐々木 哲平（経営1）

「第55回関西学生新人ボウリング選手権大会」

◆バレーボール部

トーナメント戦　1回戦敗退
「第71回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆剣道部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

男子団体 1回戦敗退
「第66回関西学生剣道優勝大会」

「第31回関西学生剣道新人大会」
男子団体 2回戦敗退
女子個人 2回戦敗退　氏原 咲音（経済1）

◆自動車部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2回戦敗退 丸山 陽光（経済4）
「第17回全日本学生ドリフト王座決定戦　西日本大会」

◆ライフル射撃部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

10mS60MW 89位 林 壱剛（経営2）
「第65回秋季全関西学生ライフル射撃選手権大会」

10mBPDS60MW 31位 廣橋 詩音（経営1）
「第8回秋季全関西学生デジタルスポーツピストル射撃記録会」

10mS60MW 46位 林 壱剛（経営2）
「第44回全関西ライフル射撃新人戦」

▶全結果は大商大課外活動WEBページ
　「課外活動ニュース＆イベント」をチェック
 http://ouc.daishodai.ac.jp/club/news

「関西学生陸上競技種目別選手権大会
兼第40回関西学生混成選手権大会」
男子100m 予選15組6位 鷲見 元輝（経済2）
男子200m 予選13組6位 植田 司朗（公共経営4）
男子800m 予選6組7位 松本 浩生（経営3）
男子4×100m 予選2組7位
　西中 隆斗（経営3）・鷲見 元輝（経済2）・
　松本 佳樹（公共経営4）・植田 司朗（公共経営4）

◆陸上競技部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

体育会本部NEWS
第69代体育会本部の新役員が決定しました。今回は新役員3名に自己
紹介と、委員長からは「今後の体育会本部」について聞いてみました。

文／金城南美（経営４・那覇商業）

①名前
②好きなこと
③意気込みを一言①和田勝海（商２・市立和歌山）

②釣りにはまっています。
③居心地のいい部内を
　作っていきます！

①和田勝海（商２・市立和歌山）
②釣りにはまっています。
③居心地のいい部内を
　作っていきます！

①竹中裕哉（経済３・大商大）
②バスケットボール
③明るく元気をモットーに
　頑張っていきます！！

①竹中裕哉（経済３・大商大）
②バスケットボール
③明るく元気をモットーに
　頑張っていきます！！

①上野太一郎（経済２・大商大）
②ビデオゲーム、映画鑑賞
③委員長の支えになれるよう
　頑張ります！！

①上野太一郎（経済２・大商大）
②ビデオゲーム、映画鑑賞
③委員長の支えになれるよう
　頑張ります！！

第６9代体育会本部新役員第６9代体育会本部新役員

副委員長

委員長

副委員長

「今後の体育会本部」
今年は副委員長が２人とも2年生と
なり、今までにあまり例のない新体
制となりました。新役員３人でしっか
りと体育会本部を引っ張っていき、学
年問わず全員が一致団結し、それぞ
れがそれぞれを支えあえる体育会本
部を目指します。まだまだ未熟です
がよろしくお願いします。

新委員長に
聞いた

今
回
は
経
験
者
な
ら
誰
も
が「
あ
る
あ
る
！
」と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
、

体
育
会
系
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の「
あ
る
あ
る
！
」を
捜
査
し
て
み
ま
し
た
。

文
／
大
﨑
恒
太
朗（
公
共
経
営
２・大
商
大
堺
）

大
商
大
ク
ラ
ブ

アメリカンフットボール部
ウエイトリフティング部

人混みにいると
思わず人をかわしてしまう。思わず人をかわしてしまう。

実は腕相撲の強さは
並ぐらい。並ぐらい。

サッカー部
卓球部

明らかに相手ボールのときでも、
とりあえず「マイボール！」と
言っておく。
とりあえず「マイボール！」と
言っておく。

スーパープレーや
ファインプレーの後は
凡ミスをしがち。凡ミスをしがち。

フィールドホッケー部
硬式庭球部

冬の練習が
陸上部みたいになってしまう。陸上部みたいになってしまう。

監督が来たら
急にしゃきっとなる。急にしゃきっとなる。

日本拳法部
バレーボール部

道着や防具が
なかなか乾かない。なかなか乾かない。

みんな高校の時から
体型が変わりすぎ。体型が変わりすぎ。

大
捜
査
!!

あ
る
あ
る
大
捜
査
!!

あ
る
あ
る

　
昨
年
８
月
、
大
商
大
は
清

瀬
杯
第
50
回
全
日
本
大
学
選

抜
準
硬
式
野
球
大
会
に
関
西

地
区
代
表
と
し
て
出
場
し

た
。
今
の
チ
ー
ム
で
最
後
の

試
合
と
な
る
今
大
会
に
、
主

将
・
坪
久
田
和
也
（
経
営
４
・

神
港
学
園
）
は
「
全
力
で
勝

ち
に
い
く
。
絶
対
に
最
後
は

笑
っ
て
終
わ
る
」
と
意
気
込

ん
だ
。
迎
え
た
初
戦
の
愛

媛
大
学
戦
で
は
、
エ
ー
ス
の

松
田
紳
吾（
商
４
・
神
戸
村
野

工
業
）
が
相
手
打
線
を
完
封

し
、
３―

０
で
勝
利
し
た
。

　
続
く
２
回
戦
の
熊
本
大
学

戦
。チ
ー
ム
の
誰
も
が「
こ

れ
が
全
員
野
球
だ
」と
感
じ

た
こ
の
一
戦
は
壮
絶
な
試
合

と
な
っ
た
。初
回
か
ら
先
制

さ
れ
、
５
回
に
追
加
点
を
奪

わ
れ
た
大
商
大
は
、
熊
本
大

に
２
点
の
リ
ー
ド
を
許
し

た
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
反
撃

が
始
ま
っ
た
。
６
回
に
１
点

を
返
す
と
、
９
回
裏
の
２
死

か
ら
起
死
回
生
の
同
点
弾
を

放
ち
、
延
長
戦
へ
と
持
ち

込
ん
だ
。
さ
ら
に
10
回
に
は

山
田
慎
士
（
公
共
経
営
４
・

市
立
和
歌
山
）
の
一
打
で
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
決
め
、
頂
点

へ
の
糸
を
つ
な
ぎ
止
め
た
。

　
こ
の
ま
ま
優
勝
を
手
繰
り

寄
せ
た
か
っ
た
が
、
準
決
勝

で
６―

15
と
立
教
大
学
に
敗

北
。
糸
は
切
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。し
か
し
敗
北
は
し
た
が
、

全
国
ベ
ス
ト
４
と
い
う
結
果

を
残
し
た
。
坪
久
田
は
「
全

員
で
勝
ち
取
っ
た
ベ
ス
ト

４
、
こ
こ
ま
で
つ
い
て
来
て

く
れ
て
感
謝
し
か
な
い
」
と

チ
ー
ム
へ
の
気
持
ち
を
口
に

し
た
。
ま
た
新
チ
ー
ム
へ
は

「
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
一

か
ら
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
の
言
葉
を
残
し
た
。

文
／
太
田
陸
生

（
経
済
４
・
高
松
東
）

　
新
チ
ー
ム
で
挑
ん
だ
秋
季

リ
ー
グ
戦
。
春
に
優
勝
を
果

た
し
た
大
商
大
だ
っ
た
が
、

結
果
は
６
位
と
課
題
が
残
っ

た
。新
主
将
の
北
坂
祐
磨（
経

済
３
・
明
徳
義
塾
）
は
「
先

輩
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
く

て
悔
し
い
」
と
表
情
を
曇
ら

せ
た
。
し
か
し
、
来
季
に
向

け
て
は
「
こ
の
悔
し
さ
を
ば

ね
に
力
を
つ
け
て
い
き
た

い
」
と
前
を
向
い
て
話
し
て

く
れ
た
。
こ
こ
か
ら
が
正
念

場
だ
。
輝
き
を
放
ち
、
再
び

王
座
へ
と
返
り
咲
け
。

　
10
月
に
行
わ
れ
た
全
関
西

大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
。

こ
の
大
会
で
決
勝
の
舞
台
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
大
商
大

は
初
戦
、
阪
南
大
学
と
の
試

合
で
圧
倒
的
な
強
さ
を
見

せ
、
４
勝
０
敗
１
分
と
危
な

げ
な
く
勝
利
し
た
。
続
く
龍

谷
大
学
と
の
２
回
戦
で
は
、

一
進
一
退
の
攻
防
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
勝
敗
の
行
方
は
大

将
戦
ま
で
も
つ
れ
こ
ん
だ
。

し
か
し
、
こ
の
大
切
な
場
面

で
溝
口
誠
（
公
共
経
営
４
・

東
大
阪
大
柏
原
）
が
し
っ
か

り
と
勝
利
を
収
め
、
こ
の
接

戦
を
３
勝
２
敗
で
制
し
た
。

　
そ
し
て
迎
え
た
、
強
豪
・

京
都
産
業
大
学
と
の
準
決

勝
。「
絶
対
に
勝
っ
て
決
勝

に
進
む
」
と
意
気
込
ん
で
挑

ん
だ
大
商
大
だ
っ
た
が
、
結

果
は
０―

３
で
敗
れ
て
し
ま

い
、
３
位
と
い
う
悔
し
い
結

果
で
幕
を
閉
じ
た
。

　
11
月
の
全
日
本
大
学
空
手

道
選
手
権
大
会
で
も
ベ
ス
ト

16
と
涙
を
の
む
結
果
と
な
っ

た
大
商
大
だ
っ
た
が
、
来
年

こ
そ
は
優
勝
を
つ
か
み
と

り
、
こ
れ
ま
で
の
悔
し
さ
を

晴
ら
し
て
ほ
し
い
。

文
／
田
縁
大
晴

（
経
営
１
・
新
田
）

準
硬
式
野
球
部

秋
季
リ
ー
グ

空
手
道
部

清瀬杯第50回全日本大学選抜準硬式野球大会
8月27日～ 30日　札幌市麻生球場

第61回全関西大学空手道選手権大会
10月28日　大阪経済法科大学花岡キャンパス

全日本大学選抜４ベスト

3位全関西
男子団体組手

金字塔を打ち立てる
悔しさを力に
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我
楽
多

▼
４
年
間
の
集
大
成
と
な
る
今

号
で
は
、前
号
に
引
き
続
い
て

準
硬
式
野
球
部
を
担
当
し
ま
し

た
。こ
れ
が
最
後
の
原
稿
に
な

る
の
で
、自
分
ら
し
い
言
葉
で

仕
上
げ
る
よ
う
に
心
掛
け
て
納

得
の
い
く
記
事
が
書
き
あ
が
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
の
商
大
ス
ポ
ー
ツ
は
後
輩
た

ち
に
託
し
て
、今
後
は
み
ん
な

の
頑
張
り
に
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。今
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
太
田
）

▼
今
号
で
最
後
の
商
大
ス

ポ
ー
ツ
と
な
り
ま
し
た
。ま
っ

さ
ら
な
状
態
か
ら
自
ら
の
ア

イ
デ
ア
で
表
現
す
る
と
い
う

作
業
が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、

完
成
し
た
と
き
に
は
多
く
の

や
り
が
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
経

験
の
中
で
た
く
さ
ん
の
方
に

出
会
え
た
こ
と
で
大
き
く
成

長
も
で
き
ま
し
た
。今
後
は
後

輩
た
ち
の
頑
張
り
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。（
金
城
）

▼
今
号
で
広
報
部
長
に
な
っ
て

か
ら
３
度
目
の
商
大
ス
ポ
ー
ツ

と
な
り
ま
し
た
。部
長
と
し
て

他
の
部
員
の
手
本
と
な
れ
る
よ

う
に
、取
材
や
写
真
撮
影
に
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
し

た
。全
体
を
考
え
な
が
ら
行
動

す
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

自
分
自
身
の
成
長
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
多
く
の
人
に
ク
ラ
ブ
生
の
活

躍
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。（
大
﨑
）

▼
１
面
の
硬
式
野
球
部
で
は

ド
ラ
フ
ト
会
議
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。ド
ラ
フ
ト
会
議
で
の

取
材
は
、初
め
て
の
経
験
だ
っ

た
の
で
不
安
で
し
た
が
、み
ん

な
の
協
力
の
お
か
げ
で
い
い

写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、納
得
の
い
く
原

稿
を
書
く
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。自
分
な
り
に
プ
ロ
野
球
選

手
誕
生
の
瞬
間
の
感
動
を
少

し
で
も
お
伝
え
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
た
の
で
、ぜ
ひ
ご
一

読
く
だ
さ
い
。（
山
口
）

　
９
月
17
日
、
大
阪
市
内
の

井
岡
弘
樹
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム

で「
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部

の
前
主
将
・
桑
畑
凛
生
（
商

４
・
浪
速
）
が
Ｂ
級
男
子
の

プ
ロ
テ
ス
ト
に
見
事
合
格
し

た
。

　
桑
畑
は
中
学
の
頃
か
ら
現

在
所
属
し
て
い
る
六
島
ボ
ク

シ
ン
グ
ジ
ム
で
ボ
ク
シ
ン
グ

を
始
め
、
大
商
大
で
は
４
年

生
時
に
主
将
と
し
て
チ
ー
ム

を
ま
と
め
た
。「
先
輩
や
後
輩

か
ら
常
に
刺
激
を
受
け
て
、

精
神
面
で
も
大
き
く
成
長
で

き
た
」
と
大
商
大
で
の
４
年

間
を
語
っ
た
桑
畑
は
、
プ
ロ

テ
ス
ト
で
も
緊
張
す
る
こ
と

が
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
９
月
29
日
に
中
国
の
雲
南

省
昆
明
市
の
金
源
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
中
国
人
選

手
と
の
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
戦
が

行
わ
れ
た
。完
全
ア
ウ
ェ
ー

の
状
況
で
の
試
合
と
な
っ
た

が「
緊
張
は
ま
っ
た
く
な
く
、

逆
に
気
持
ち
に
火
が
つ
い
て

い
た
」
と
初
回
か
ら
ダ
ウ
ン

を
奪
う
な
ど
相
手
を
圧
倒

し
、
２
回
Ｔ
Ｋ
Ｏ
勝
ち
で

華
々
し
く
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
戦

を
飾
っ
た
。

　「
大
成
奴
セ
ガ
ー
ル
闘
凛

生
（
で
か
な
る
ど
せ
が
ー
る

と
ぅ
ー
り
お
）」と
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
リ
ン
グ
ネ
ー
ム
を

発
表
し
た
桑
畑
は
、「
色
も
の

と
思
わ
れ
て
も
無
色
よ
り
は

い
い
。フ
ァ
ン
を
楽
し
ま
せ

ら
れ
る
選
手
に
な
り
た
い
」

と
プ
ロ
へ
の
意
気
込
み
を
力

強
く
語
っ
た
。「
３
年
以
内
に

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

る
」
と
大
き
な
目
標
を
話
し

た
桑
畑
か
ら
今
後
も
目
が
離

せ
な
い
。

文
／
長
岡
篤
志

（
経
済
２
・
富
島
）

　
全
国
の
つ
わ
も
の
た
ち
が

日
本
一
を
争
う
全
日
本
学
生

拳
法
個
人
選
手
権
大
会
で
、

今
年
が
最
後
の
挑
戦
と
な
っ

た
前
田
稔
輝（
経
営
４
・
大
商

大
堺
）が
準
優
勝
の
成
績
を

収
め
た
。あ
ま
り
調
子
が
よ

く
な
か
っ
た
と
い
う
前
田

だ
っ
た
が
、苦
戦
し
な
が
ら

も
着
々
と
勝
ち
進
ん
だ
。

　
迎
え
た
準
決
勝
の
相
手
は

高
校
時
代
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル

で
、明
治
大
学
の
主
将
・
松
本

選
手
だ
っ
た
。３
本
勝
負
と

な
る
同
大
会
で
、相
手
に
先

手
を
打
た
れ
１
本
を
奪
わ
れ

た
が
、す
ぐ
に
１
本
を
取
り

返
し
た
。そ
の
後
も
接
戦
が

続
い
た
が「
絶
対
に
勝
つ
」と

い
う
強
い
気
持
ち
で
判
定
勝

ち
を
決
め
、見
事
に
決
勝
進

出
を
果
た
し
た
。

　
だ
が
決
勝
戦
は
終
始
劣
勢

で
の
戦
い
と
な
り
、最
後
ま

で
諦
め
ず
に
技
を
仕
掛
け
る

も
２
本
連
取
さ
れ
敗
れ
て
し

ま
っ
た
。し
か
し
、前
田
は

「
全
て
出
し
切
っ
た
結
果
な

の
で
悔
い
は
な
い
」と
落
ち

着
い
た
様
子
で
話
し
た
。卒

業
後
は
ボ
ク
シ
ン
グ
へ
と
転

向
し
、プ
ロ
と
し
て
世
界
一

を
目
指
す
と
い
う
前
田
。今

後
も
挑
戦
を
続
け
る
彼
の
活

躍
を
楽
し
み
に
し
た
い
。

文
／
東
口
瑠
泉

（
経
営
１
・
和
歌
山
商
業
）

　
関
西
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
大

商
大
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
部
が
今
年
も
関
西
王
者
に

輝
い
た
。
初
日
、
56
㌔
級
で

東
野
凌
大（
公
共
経
営
３
・
徳

島
科
学
技
術
）
が
２
位
と

26
㌔
も
の
差
を
つ
け
て
優

勝
し
、
チ
ー
ム
を
勢
い
づ

け
た
。
そ
の
後
も
62
㌔
級

で
吉
﨑
優
太
朗
（
公
共
経

営
３
・
明
桜
館
）
が
準
優
勝
、

69
㌔
級
で
は
岡
田
樹
（
公
共

経
営
４
・
徳
島
科
学
技
術
）

が
３
位
と
な
り
、
１
日
目
に

行
わ
れ
た
３
階
級
全
て
の
表

彰
台
入
り
を
果
た
し
た
大
商

大
は
、
団
体
戦
首
位
発
進
と

な
っ
た
。

　
続
く
２
日
目
も
、
77
㌔
級

の
一
瀬
駿（
経
済
３
・
星
槎
国

際
）と
85
㌔
級
の
塚
原
湧
斗

（
経
済
３
・
大
阪
産
業
大
附

属
）
が
優
勝
す
る
な
ど
順
調

に
ポ
イ
ン
ト
を
積
み
重
ね

た
。
そ
し
て
最
後
ま
で
逆
転

を
許
す
こ
と
な
く
、
大
商
大

は
見
事
に
男
子
団
体
で
４
年

連
続
57
回
目
の
優
勝
を
果
た

し
た
。

　
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ
る

よ
う
な
試
合
運
び
で
他
を
寄

せ
付
け
な
か
っ
た
大
商
大
。

今
後
も
努
力
を
積
み
重
ね
、

磨
き
上
げ
た
個
の
力
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
力
で
関
西
王
者
と

し
て
そ
の
名
を
刻
ん
で
い
っ

て
ほ
し
い
。

文
／
長
岡
篤
志

（
経
済
２
・
富
島
）

ボ
ク
シ
ン
グ
部

日
本
拳
法
部

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

「第73回国民体育大会（福井しあわせ元気国体）」
成年男子バンタム級 3位 池側 純（公共経営3・興國）
成年男子ライト級 2回戦敗退 作嶋 秀哉（公共経営2・和歌山工業）
成年男子ライト級 2回戦敗退 細野 勝梧（公共1・札幌工業）
成年男子フライ級 1回戦敗退 伊藤 龍（経済2・尽誠学園）

「第88回全日本ボクシング選手権大会（いきいき茨城ゆめ国体ボクシング競技プレ大会）」
バンタム級 ベスト８ 池側 純（公共経営3・興國）
ライト級 1回戦敗退 丸石 迅矢（公共経営3・岡豊）
ライト級 1回戦敗退 細野 勝梧（公共1・札幌工業）
フライ級 1回戦敗退 伊藤 龍（経済2・尽誠学園）

「第54回西日本学生新人ウエイトリフティング選手権大会」
85kg級 優勝 吉川 敦啓（公共1・須磨友が丘）
105kg級 準優勝 田神 一真（公共1・加世田常潤）
+105kg級 3位 丸山 竜弥（商1・若狭東）

「第73回国民体育大会（福井しあわせ元気国体）」
成年男子56kg級 3位 東野 凌大（公共経営3・徳島科学技術）

「第66回関西学生ウエイトリフティング選手権大会」
男子団体 優勝（4年連続57回目）
男子56kg級 優勝 東野 凌大（公共経営3・徳島科学技術）
男子77kg級 優勝 一瀬 駿（経済3・星槎国際）
男子85kg級 優勝 塚原 湧斗（経済3・大阪産業大附属）

「文部科学大臣杯第64回全日本大学対抗
ウエイトリフティング選手権大会1部」
団体 9位
56kg級 優勝 東野 凌大（公共経営3・徳島科学技術）
62kg級 3位 脇田 勇平（公共経営4・薩摩中央）

「第19回西日本学生拳法個人選手権大会」
男子参段以上の部 ベスト8 前田 稔輝（経営4・大商大堺）
男子初段の部 ベスト8 眞野 篤輝（経済2・大商大堺）

「第34回全日本学生拳法個人選手権大会」
男子の部 準優勝 前田 稔輝（経営４・大商大堺）
 3回戦敗退 大西 晴陽（経済2・大商大堺）

「第63回全日本学生拳法選手権大会」
男子団体 ２回戦敗退

プロデビュー戦
9月29日　雲南省昆明市金源ショッピングセンター（中国）

第34回全日本学生拳法個人選手権大会
10月21日　名古屋市露橋スポーツセンター

第66回関西学生ウエイトリフティング選手権大会
12月7日・8日　はびきのコロセアム
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